
.頭塔の調査-第277次

唱 はじめに

奈良県教育委員会が行う頭塔の復原整備事業に伴う調

査。これまで、第181次 (1986年度 :東北部4分の 1)、

第199次 (88年度 :西北部4分の 1)、第232次 (91年度:

束商中央部法埋から頂部までの断剖)、第237次(92年度:

束而北半部第1段・第2段の断割)、第247次 (93年度 :

北而第l段 ・第2段の断WIJ)、第264次 (95年度 :西而北

半部基壇 ・ 第 1 段 ・ 第 2 段の断書1]) の調査を実施、 îm~答

の規模・構造・変選等を解明してきた。特に、第237次調

査で仏寵を伴う下!日第 l段石積の存在が判明した意義1;1:

大きい。第247次と264次調査では、下層第1段石秘が北

而・西而にも存在し、上層石平1H同様に正方形平而をも

っ可能性が大きくなった。しかし、これらはトレンチ調

査で、しかも上層石税の泣存状況が良好な場所であった

ため、下l百:ii.nf.苔の規模 ・構造 ・築造年代等の追究には限

界があった。

今回の問責は、下府頭搭の解明を第一の目椋とし、江

戸H寺代に削平されて上層石積の逃存状況がきわめて悪〈、

下府頭塔を広い範囲で検出tできると推定できたiiJi階東南

部に調査区を設けた。また京而中央の断書IJトレンチ内を

さらに掘り下げた。

2 調査地の地形と基本層序

今回の問査区は、第232次調査で設けた束而中央の東西

断書IJトレンチを北限、*商上層第6段石和とその南への

延長線を酉限に、東限 ・南限iま頭塔外周の見学用通路に

前したフェンス際とした。頭t創立新薬師寺から西にやl'ぴ

る舌状尾根上に11&るが、調査区の東側と南{JliJの現状1;1:、

市街地の形成に際して削られてできた切り立った嵯とな

っており、旧地形を?とどめない。調査区内の調査開始前

の地形は、京而上層第5段付近から束に下がる崖状の急、

斜荷があり、その*1ま緩斜面となって、京商フェンス内
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{J!lJのごく新しい石垣に続いていた。

基本層序は、急斜面の西では、上からJ腐蝕土、貰褐土

(造物包含層)があり、現地表下30cm以内て.上!日頭塔築土

に達する。それに対し、急斜而以来では上から順に、近

年の置土、近現代の多量;のゴミ混じりの表土(1早50cm)、

江戸時代前期の遺構商(この而で基1基を検出)、陶磁器

守合む淡褐土(厚70-90cm) となり、上j百頭絡の築土に

達する。この築土の上商は上層第5段石和際から高さ約

5 mの崖状に落ち、上層第 l段石和の抜き取り痕跡以西

では大土坑状の窪地となる。基tf1.部分では第 l段石松際

がもっとも高〈、東に傾斜して基思石積に至る。

3 主な遺構と出土遺物

下層顕格

第237次調査では、*稲中央の断書IJトレンチで、仏寵を

伴う下層第 1段石干}'(を発見した。今回、 その続きの検出

を目指したが、仏寵の南端部以南は江戸時代の削平がひ

どく、第1段石梢の残りは束而ではよくない。しかし南

而は良好で、京商と制昔1Iが災なることが判明した。また、

新たに束面第2段石松を良好な状態で検出した。

基壇上面石厳 過去の調査で、下j音頭浴の基壇上商の舗

装には 11明石敷と II期小喋敷の2時期があることが判明

している。束而南端部と南而で I期石敷を良好な状態で

検出した。第 l段石棋の階段状基底石に接続し、京商南

端部では幅2mで、第 l段石棋の東南隅推定地から約4

m北て途切れ、それより北には仲びない。石が抜かれた

のではなく、元来敷かれていなかった。石敷の上而は西

から来へ緩い勾配をもっ。北而でみられた外周石敷はな

い。石敷の来縁の方位1;1:国土座i擦の方位とほぼ一致する

が、京市北端部では北で西に振れるのと災なる。南而で

1;1:帽1.3m分を検出したが、南半が江戸時代に破城されて

いる。11期小際敷は来商でのみ検出し、従来の所見t同

様に、下層石献の基部まで達していない。
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東面第1段石積 第237次調査の所見ては、基底部が2段

の階段状を呈し、その上に石和が立ち上がる。今制空7.区

ては、 2段の基底音11のうち、下段石列を 9m分検出。方

位は北でやや*に振れる。上段石列は数石のみ残る。そ

れより上の石松は江戸時代に磁波され、残存しない。第

237次で一部検出した仏砲は、奥壁と床面の石敷は残る

が、南壁ーはまったく残っていない。仏痛の規模は奥行き

1.6m、幅1.3m以上、高さ1.5m前後に復原できる。

南面第1段石積東西 4m分を検出、第一段の南北長が

21.1-21.3m1:判明。西て南に振れるが、これは束・ニIt.

西商での振れと逆である。石棋が緩んで、西に行〈ほど

雨へ張出している可能性がある。上層第1段石梢の前而

から1.15m奥にあり、東商では1.6m離れるのと奥なる。

石和の現存~::Jは2.2m 、京商と異なり基底部が l 段の階段

状を呈する。石梢の上半部は調査区の西壁際で3段の階

段状を呈するが、*寄りでは2・3段目の石がないので、

2・3段目の石は誕込めて.石積前而に出ていなかった可

能性がある。石松の下方には石を用いず築士のみを制ん

だ部分がある。この工法は西商でもみられた。

東面第2段石積第 1段石積から西へ約3.6mの位世で

第2段石松を7.9m検出。石積南半は木の根で加されてい

るが、北半は残りがよく、現存高は最高部で約1.3m。

下層頭信の規模と構造 第1段石和は東西長20.8m、南

北長21.1-21.3m、第2段石干l'tは推定南北長13.6m。段

上のテラスの帽を一律に3.6mとすれば、 3段目の存在を

推定できるが、 3段目の石私鞘，'(と築土は、束而中火央.のの断告相訓|リl 

トレンチ司中Iで、1ははまR

3段目を削平しfたよ可能性もあるカがす、 3段目構築以前に計

画変更したと考えたい。第2段石積下端t第l段石税の

現存上端部との標高差は1.3mもあるが、 この間のテラス

はほとんど残存せず、石積の本来の高さ、テラスの傾斜、

上而の舗装は不明。現状では、第2段石和の下端のすぐ

際から、来へ色、傾斜で築土が下がるが、 これは本米の姿

ではなく、上!音頭併構築時に削ったのだろう。

上層碩熔

*而第 2-4段、南商第2段の石棋は江戸時代に破壊

され、残存しなし、。京商第 1・5・6段、南而第 l、3

-5段を部分的に検出した。

基壇 長さ9.5m分を検出。第二次大戦中の防空様て.破t'J

された 3m分を除けば、残りは比較的よい。基壇の西半
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分ではIII期基!f1.土が残るが、*半分では東に向かつて傾

斜する形で前IJられており、斜而の途中に下層のH期小際

敷がのぞく。石績は下半分が残る。京而北半部の石松み

は、第232次調査で確認されたように、 14世紀以降に改修

され、基国外周に小磯敷が設けられる。

第1段石積束面では、石積最下部の石がI~l央の三尊仏

から南1.9m、阿南6.7-7.9mの区間にだけ桟る。それ以

外は抜き取られ、抜き取り痕跡の日が、 日I ~切基壇土の高

まりとなって残る 。 南而では長~3m、現存高70cm分を

検出、第1段の南北長が24.4mと判明した。下用石積前

而に上層石斬を積み、謀込め土の版築作業途中で、石敷

而を作っている。 この仕事は西而でもみられた。

第2段石積来面 ・南而ともに石松はま ったく残ってい

ない。上而石敷は南而第3段石和の際に数個だけ残る。

第3段石積石積は南而て長さ2.4m 、現存~)i70cm分を検

出、第3段の南北長が18.9mと判明。上而石敷は南商第

4段石干此の際に 2個だけ残る。

第4段石積石税は南面で長さ 1m分検出、第 4段の南

北長が15.9m1:判明。上而石敷は南而第5段石積際ては

数倒のみ残り、来面第5段石仏の前回以北でよく残る。

第5段石積石秘lま南面で長さ1.5m、現存高20cm、京商

で長さ6.2m、現存高40cm分を検出、第 5段の南北長が

12.3 m 1:判明。東南角には大石を据えるが、落下の危険

性があり除去した。東而の南から3.6mの位世で石仏1基

を発見した。第5段の他の石仏より大きい石(幅90cm.

j平45cm・市80cm)を用いる。絡狭HJJを施した低い座の上

に、蓮務上に座す 2体の同大の如米を並亨IJ、下方左右に

3体す.つ菩薩を配す。向かつて左が釈迦如米、右が多宝

如来であろう。 この種は頭I捨て初めての発見である。上

而石敷は石仏以北で比較的残りがよい。

第6段石積来面で長さを4.8m、現存高40cm分を検出、

第6段の南北長が9.7m1: 判明した。

心柱髄石 第199次調査で心柱痕跡を検出、 i奈さ1.8mま

で掘り下げていた。今回、下府第3段石和を挫すため、

断告IJトレンチを心柱痕跡の際まで延長したと ころ、心柱

痕跡の下、現項上から2.1m下で礎石毛?発見した。第6段

の下方4分のーまで築土を和んだ後、掘形(復)京径1.8

m、i奈さ90cm)を掘削、羽1:土をその周囲に土手状に柿み

上げ、礎石を据え心柱を立ててから、 穴守宅IIめ戻し、 6

段目上半と 7段目の築土をEiiる。礎石lま花尚岩製。径78



師、高さ約10cmの柱座のrl'央に、径22cm、市さ3.5cmの突

起を?もち、裏面には自然而を残す。 心位はこの突起をは

ずしてやや東南側に据えられている。礎石下を断書1Iった

が館町具等はなかった。孫市による火災で明書11施設が廃

絶した後、心柱を抜き取り、穴底に7/1;年通貨 ・キlt功閲覧.

計'121枚・琉泊玉5点を納め、焼土や炭i昆じり -1ニて目!め戻

している。銭のうち約百枚I;UJlに述ねた差し銭である。

その他の遺構

17世紀前葉以降の墓 調査区の南半中央官11にある。方l.9

mの範囲を石列で囲み、四半に墓標2基をたてる。墓標:

lま基底部のみ残る 。 石列内は周凪より 一段~:jl、。結石中

2点iま、舟形光背形で五輪終を浮き彫りにした甚棋を二

分WJJして転用。究永の銘がある。墓の背後(西fWDに、

~iJ形光背形で五輪熔を i長浮き彫 り にした謀棋を 9 基南北

に並べ、南端には jlj 柱を~ 1 基たてる。器物;には寛永

(1624-44)・明暦(1655-58)・12文(1661-73)・延宝

(1673-81)の年号、j1J柱には「頭応寺j r1';t:正玄i坊之旧

lf.:tr'j なEの銘文がある。事の北側では、五輪併を刻んだ

石造墓標や新しい石仏を散乱した状態で検出。惑の西側

に並べたものと年紀は同級て.ある。

太平洋戦争時の防空爆 東西長3.5m以上、南北長2.6m。

深さ2.3mまで下げたが、 J末而は未確認。

ul土遺物

J-，IM築土から奈良時代の土問ir.if.llll1:瓦)午、 J-.1杯第5段

石仏前から土師総小JlIl数点がiJ'J土。表土からは6235M14

点、平安時代軒・丸瓦 1 点、 6732Fa23 }~~のほか、九五173.3

旬、平瓦340.3kgが出土。凝灰岩製の六j付属議十三重I誌の

以上府屋蓋を表採した。

5 調査成果と課題

①下l百頭熔の規模 ・桝jaがかなり iリJらかとなった。下
IMII.貝I則正確実に第 2段まであり、 三iTt)i符として計jililされ

たが、 3段目を造る以前に上!日へと日11曲変更したと考え

たt、。基I創立一辺約32m (108小尺)。本体の第 l段は一

辺約21m (71小尺)、第2段は方13.6m(46小尺)に復原

でき、第3段は方6.4m(2l.5小尺)の計四だったと推定

する。第 I段の27iさは、第2段石平氏の下端までの而さと

すれば3.1mとなる。第2段の日さは不明である。3段築

成で、テラスの幅が広いとすれば、岡山県熊山追跡に似

た形になる。*商第 1段中央には仏印があるが、第2段

'1'-9.1:以南にはなt、。上府四燃のように多数の仏砲をもっ

た榔造ではありえず、上府への改造に際して造立構想が

大きく変わった可能性を考えたい。

②-'-.1M第4段と第 5段の上而石敷を良好な状態で検出、

その傾斜は第4設が5.、第5段が16・ t大差があった。

石仏liiji1iiの偶数段テラスが幅広で緩傾斜、石仏上の奇数

段テラスが幅狭て色、傾斜とJ故祈できるなら、仙数段テラ

スはイi仏;~拝の参道て\奇数段テラスにのみ屈服を:rÏ: l 、

たと十ft定できる。心柱~J..，{lf.:tr. 'I ' から :1'，土した焼けた板材や

多祉の漆I白からT.Fi上に木造小仏堂ぞ推定すれば、屋根は

5ilHなる。従米の復原案lま再検討を要する。

①上j併顕I符{.、柱の礎石?:発見した。礎石の上而ItIIIA月

桂tYLI二而から5.55m上にある。第199次調究ては悲tfI下の

地山|師に礎石を栂えたとしたが、第6段を.f!'tみ始めてか

らの11引であった。 心柱は礎石"，央の突起をはずして据

えているが、 他所(たとえば京大寺)から運んだ転用品

て突起があったので柱をずらした、といった::Ii.怖が考え

られよう。また、発見された差し銭は、 iiIU!fを築〈際の

飢tYi以ではなく、務官による火災で頂部施設が廃絶した

後のf英語!2(こと もなうものである。

④上IMiiJi併には、4而て.合計44恭の石仏を配置してい

た。そのうち発掘調査若手以前に14基、従米の発掘調査

で'124去と紘き取り痕跡5ヶ所ぞ確認していた。今回、上

1M第5段で27体目の石仏を発見した。」二IMiiJlti符石仏1町.ヵt

d長引するものについては、Jl4方凹仏および釈迦八相説(西

村ょ'i)、連帯蔵世界説(久的t色ll)、法華経のl炉砕を取り込

んだ1(Ii厳経世界観説(松iili.illli':{}がある。今回、釈迦 ・

多:.ii:仏が来而から出土したこ I:It、各石仏の図像を解釈

し、配置の芯;図さらには顕燃の造立構疋.!?:考察する上で

屯裂な先見である。仏教美術火、国{象学など各方而から

の研究がJUI侍される。

⑤ FIM' _Ui"i頭r苔の主I!立年代や下!討の構造について、

今1"1の調TZて、も不IY1の点が多〈伐るが、下肝と上用で構

造に大先がある事が判明、下j刊から上l汚への改造の背後

に、 i立立構想の大きな変更があったと推定するに至った。

HH組は、どの段階から実忠が関与したのかだが、それぞ
れの主l!i[11~ {'Çの確定とと もに、 今後の諜越であ る 。 東南

青11 と同線、 上層の残 りがm.~l、と推定できる西南部の発掘

，~司会:が是非必要である 。 (岩永省三/考古第3)
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